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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：　すべての出会いが私の喜びになりました　
お名前：　紺谷　祐司　　　　　　　　　　　　　　

(下記より本文をご記入ください)

2026年３月２日。それはあまりにも突然の出来事。7年４か月投入して喜んで愛してきた担当区域から離れると会社から連絡があり、今まで出会っていたお客様の顔が走馬灯のように思い出し、こぼれる涙を抑えきれませんでした。
これから歩む一か月がお客様と交わす最後の時であることを思うと本当に一期一会でどれだけ喜び愛しつくしていく事ができていただろうかと思わされる時間となりました。
同時に、何もかも失ったような感覚、その中で尽くしてきたもの、関係性は宝物であり、残るものであることを感じ
「涙を流しただけ、神様の心情を知ることができ、苦労する人の心の痛みを理解できるのです」
「試練と苦痛は私の恩讐ではなく、輝かしい価値を決定してくれる材料である」
という言葉が私の心をすっと潤してくれました。
通達された場所から離れることができず、私を頼りにしてくださったお客様との別れ、「お話しするのが楽しかったです。」「また成長されてお会いできるときを楽しみにしています。」「誰からも愛される人柄なので頑張ってくださいね。」など本当に多くの言葉をいただき、別れるときに自分が背負ってきたものが何であったのかを知ることができました。
出会いと共に分かれる中でも痛みが伴いましたが新しく担当する区域が私にとって必要な環境であり、出会うお客様にとっても私が必要だから出会う一人一人であることを思いました。
その後、７年前に歩んだことのある担当区域に移動することになりまわり始めました。
祖母の生まれた県でもあり、妻の生まれ育った地域に似た雰囲気、今まで歩んできた担当区域に似たようなすべて包括するような環境であることを思いながら、自分を必要とする環境ならばその中でおもいっきり心を開き楽しんでいけば道が開かれていく事を感じていきました。
今まで築いてきた関係性、基盤を下ろして、ゼロから新しく構築していく関係性のなかで予防医療を通して世界平和の実現するために、ある意味自分が紹介した高麗人参製品を飲んで元気に過ごしているお客様が増えて、新しい担当区域でもまたそのようなお客様を増やしていく事ができると思えば本当に感謝なことであるし、私にご縁を感じていただき、私の紹介する商材にご縁を感じていただき、出会うお客様の家族がいつまでも共に過ごす時間を長く持っていただけるようにサポートする仕事をさせていただいていることが感謝であると感じながら歩んでいます。
失う痛みが大きいことほど、その痛みを知るがゆえに、より痛みの分かる人になれるし、痛みに寄り添える人になっていけると感じ、必要として与えていただいた環境であると感じ出会う出会いに感謝です。


image1.png




